
◎JR東日本グループ販路（エキナカ商業施設・小売・飲食・ホテルなど）を中心に700店舗以上で

茨城の商品を展開、茨城県産食材を使用した飲食メニューや、加工食品等の商品数は200以上に

のぼります。

実施目的

農産物のブランド化や販路拡大、交流人口や移住者の増加、ふるさと納税拡大など地域が抱える
課題をJR東日本グループの経営資源を活用して解決へ近づける事を目的に、茨城DCを契機とした
持続可能な仕組みづくりを目指します。

茨城デスティネーションキャンペーン(以下、茨城DC)開催に合わせ、茨城県内の自治体、事業者、

生産者などと連携をしながら、キャンペーンテーマの１つ茨城の「食」を大々的に発信します。

茨城の「食」の魅力を
JR東日本グループ一体となって発信します！

・商談会
・食材紹介
・食材提供
・商品開発

・商流契約
・物流調整
・催事出店
・広告展開

など

JR東日本
水戸支社

×
茨城県内

交流人口創出 関係人口創出

JR東日本
グループ

JR東日本
グループ

JR東日本グループ
+

グループ外企業による

お客さま×茨城の
タッチポイント創出

食・地域情報発信・市町村
・生産者
・事業者

茨城DCを契機に持続可能なBtoBサイクルを作り、DC終了後もJR東日本グループをご利用いただくお客さまと茨城のタッチポイントを創出し続けます。
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DC以降も茨城商品を購入

していただく機会を創出

企業間の接点創出 お客さまとの接点創出

・駅弁
・お土産
・地域催事

+観光など
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◎茨城の地産品などを販売する産直市・マルシェや催事販売などは延べ500日以上開催し、茨城県内

20以上の自治体や50以上の茨城県内事業者が参加を予定しています。

使用食材

秋の茨城食材「芋・栗・かぼちゃ」に加え、魚、肉、卵、米、有機野菜、地酒などを使用します。


